
◆執行役員 インド現地法人取締役
会長：阿部 玲子氏
◆執行役員 営業本部長副本部長：
小川 重徳氏
◆執行役員 グローバルソリューショ
ンズ事業部長：加藤 宏承氏

2022年12月１日付人事（カッコ内は前職）
◆緊急・人道支援課長：井土 和志
氏（緊急・人道支援課 事務官）

（株）オリエンタルコンサルタンツグ
ローバルはこのほど、取締役兼監
査役、執行役員が新しく就任したと
発表した。
◆取締役兼監査役：森 睦也氏

 
2022年１月１日付人事（カッコ内は前職）
◆安全管理部次長：今井 健氏（安
全管理部参事役）
◆国際緊急援助隊事務局長：飯村 
学氏（安全管理部審議役）
◆中国センター次長：東 太郎氏（中
国センター参事役）
◆東ティモール事務所長：伊藤 民
平氏（国内事業部参事役）
◆ウガンダ事務所長：井上 陽一氏
（地球環境部参事役）

国際協力機構（JICA） 外務省国際協力局

国際協力人事アラカルト

（株）オリエンタルコンサルタンツ
       グローバル

『国際開発ジャーナル』過去に掲載した記事の一覧は、
右記ウェブサイトでもご覧いただけます。

http://www.idj.co.jp/?cat=62

将来は再生チョークを途上国へ

　国際理解・協力、ボランティア
などに関する活動報告や研究発表
を行う本研究発表会に臨んだ参加
者は、主に高校１～２年生だった。
審査員は拓殖大学国際学部の徳永
達 己 教 授 、 国 際 協 力 機 構
（JICA）東京の徳田進平課長、
都立農産高等学校の江森忍校長ほ
か１名と、国際開発ジャーナル社
を代表し筆者が務めた。東京都国
際教育研究協議会会長でもある江
守校長は、開会のあいさつで「歴
史と伝統ある拓殖大学で、高校生
の発表会が行われることは大変あ
りがたい。さまざまな文化を持つ
人と一緒に生きていくという発表
を聞かせて欲しい」と、参加者を
激励した。
　国際教育研究協議会会長賞には
晃華学園中学高等学校（東京都）
の『チョーク再生プロジェクト』
が選ばれた。発表者たちは、同校
の先輩たちが以前行っていたチョ
ークの粉を収集し固めた「再生チ
ョーク」の取り組みに着目。その
取り組みを引き継ぎ、さらに、使
いやすさも追及した。そして完成
したのが三角柱の形をしたチョー

クだ。生徒や先生から好評を得た
この再生チョークを、発表者たち
は物作りの好きな人々が集う
「Maker Faire Tokyo」にも出
展。商品化に向けた企業との協力
も打診されたという。将来はこの
再生チョークを開発途上国の子ど
もたちにも提供したいと、発表者
たちは結んだ。

「もったいない」を歌で世界に

　拓殖大学学長賞には、都立五
日市高等学校（東京都）・
E S S 国 際 交 流 部 に よ る
『「MOTTAINAI」を合言葉に、
地域と世界をつなげる音楽プロジ
ェクト』が選ばれた。
　発表者たちは、豊かな自然環境
を守っていく上で日本に根付く
「もったいない」の精神がいかに
重要かを世界に伝える方法を模索
した。そして、高校周辺の森や川
での清掃活動経験や、SNSを使い集
めた「もったいない」の捉え方につ
いてのアンケート結果を基に、シン
ガーソングライターの山田証氏の協
力も得ながら「使えるものは最後ま
で工夫して使い切る」「（物に対す
る）感謝の気持ち」に焦点を置いた
歌詞を作成。作曲は地域の協力者で

ある羅久井俊介氏に依頼した。今
回の発表会で歌の一部が流れ、
徳永教授も高く評価していた。
なお、この取り組みは2022年２
月に産経新聞社が主催した「高
校生プレゼンテーションコンテ
スト」で最優秀賞に選ばれている。

6回目の開催、ユニークな視点や活動が光る
2022年12月17日、第６回「国際理解および国際協力に関する研究発表会」が拓殖大学
茗荷谷キャンパス（東京都）で開催され、６高校から８グループが参加した。同研究会は
2016年以降、毎年開催されているが、拓殖大学の協力を得るのは初の試みだ。同大学
の学生や留学生による発表や、高校生・大学生が協力するグループワークも行われた。

［東京都国際教育研究協議会］

SDGｓに取り組む高校生の
研究発表

（本誌企画部・朝比奈 悠介）
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晃華学園中学高等学校が会長賞を受賞。「GOODスライド
賞」は拓殖大学の学生も参加したグループワークで命名された。 日本型援助理念も議題に

　第33回全国大会のテーマは
「グローバル危機にどう立ち向か
うべきか―紛争・食糧高騰・飢
餓」。ウクライナ紛争の影響が強
くうかがえる。ロシア・ウクライ
ナからの穀物輸入に依存していた
中東やアフリカの国々は食料危機
に見舞われている。また、ロシア
は天然ガスの一大産出国でもある
ため、紛争は世界各国の気候変動
対策を減速させると共に、燃料費
や電気代の高騰を引き起こしてい

る。こうした国際問題を意識した
テーマ設定であろう。
　発表内容も平和構築、農業、
アフリカに関連するものが目立
った。「平和構築・レジリエン
ス」の口頭発表では、南山大学
の竹内愛教授がネパールのネワ
ール民族の女性自助組織を取り
上げ、2015年のネパール大地
震や2020年以降のコロナ禍で
果たした役割を解説。また国際
協力機構（JICA）の三浦真理氏
らは、東アフリカの自然資源管
理（植林、井戸掘削など）にお

けるレジリエンス概念について
発表した。
　企画セッションでは中東におけ
る障害者の社会進出、信頼と開発
協力、日本型援助理念などが議題
となった。４日にはラウンドテー
ブルも開かれた。「大学における
アフガニスタン、ウクライナから
の避難民受入れ支援と課題―国際
開発関係大学院研究科長会議企画
ラウンドテーブル」には名古屋大
学の岡田亜弥教授、横浜国立大学
の小林誉明准教授らが出席してい
る。

第33回全国大会、東京の明治大学で開催

ウクライナ紛争を背景に「平和」テーマ多く
［国際開発学会］

2022年12月３日から４日にかけて、国際開発学会が主催する「第33回全国大会」が明治大学駿河台キャンパス（東京都）で開催され
た。オンラインでも発表や企画セッションを配信するハイブリッド形式の開催であった。

受賞結果

◎国際教育研究協議会　会長賞
『チョーク再生プロジェクト』
晃華学園中学高等学校

◎拓殖大学学長賞
『「MOTTAINAI」を合言葉に、
  地域と世界をつなげる音楽プロジェクト』
都立五日市高等学校

◎国際教育研究協議会　奨励賞

『やさしい日本語』
順天高等学校

『ザンビアの月経処理について』
順天高等学校

『授業から国際協力へ』
順天高等学校

『和を以て喜しと為す～世界を変える』
聖徳学園中学高等学校

『フェアトレード食品の啓発活動』
都立深川高等学校

『世界を救う日本の甘酒Ⅱ
  ～飢餓ゼロを目指して～』
都立科学技術高等学校

（本誌企画部・朝比奈 悠介）


